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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 反 応 器 に 分 岐 剤 を 加 え る こ と も 可 能 で あ る が 、 そ の 結 果 得 ら れ る ポ リ マ ー 鎖 は も は や 線
状 で は な い 。 分 岐 剤 は 、 通 常 、 付 随 す る 官 能 基 の 数 に よ り 定 義 さ れ 、 Ａ 3 又 は Ｂ 3 分 子 の 形
体 を と る こ と が で き 、 Ａ 3 は ト リ カ ル ボ ン 酸 又 は ト リ カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル で あ り 、 Ｂ 3 は ト
リ オ ー ル で あ る 。 分 岐 作 用 を 引 き 起 こ す た め に 、 Ａ 2 Ｂ 及 び Ａ Ｂ 2 モ ノ マ ー も 採 用 す る こ と
が で き 、 Ａ 2 Ｂ は ２ つ の 酸 官 能 基 と １ つ の ア ル コ ー ル を 有 す る モ ノ マ ー を 表 し 、 Ａ Ｂ 2 は １
つ の 酸 官 能 性 と ２ つ の ア ル コ ー ル 基 を 有 す る 分 子 を 表 す 。 こ の 目 的 の た め に は 、 例 え ば ペ
ン タ エ リ ス リ ト ー ル 及 び 二 無 水 な ど か ら の
４ 官 能 基 を 含 む 、 よ り 高 い 官 能 性 分 岐 基 も 採 用 す る こ と が で き る 。 ポ リ エ ス テ ル の 分 岐 に
関 す る 科 学 は ポ リ エ ス テ ル 技 術 分 野 で は 周 知 で あ る 。 鎖 分 岐 は 、 ポ リ マ ー 、 特 に ポ リ エ ス
テ ル の 溶 融 強 度 を 改 良 す る た め の 最 も 一 般 的 な 方 法 の １ つ で あ る 。 し か し な が ら 、 特 に も
し 分 岐 剤 を 固 相 重 合 し た ら 、 分 岐 剤 の 使 用 は 溶 融 物 に 容 認 で き な い ゲ ル を 生 成 さ せ る よ う
に な る 。 ゲ ル は 、 配 置 さ れ た 分 岐 が 多 す ぎ て 、 容 易 に は 溶 融 さ れ え な い 堅 く 交 絡 し た 鎖 の
ネ ッ ト ワ ー ク を 効 果 的 に 創 り 出 し て い る ポ リ エ ス テ ル 中 の 点 に 他 な ら な い 。 こ の ゲ ル は 、
最 終 の 成 型 ／ 押 出 部 品 に 許 容 し が た い 外 観 上 の 欠 陥 と し て 存 在 す る 。 ゲ ル を 最 少 に す る た
め に は 、 分 岐 剤 は 低 レ ベ ル で 反 応 器 全 体 に 均 一 に 分 散 さ せ て 添 加 す る 。 従 っ て 、 分 岐 ポ リ
エ ス テ ル は 製 造 が 難 し く 、 溶 融 強 度 の 向 上 は 、 ゲ ル を 形 成 す る こ と な く 添 加 す る こ と が で
き る 最 大 の 分 岐 剤 の 量 に 制 限 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】

ピ ロ メ リ ッ ト 酸 （ pyromellitic dianhydride）



　 テ レ フ タ ル 酸 残 基 か ら な る 二 酸 成 分 、 Ｅ Ｇ 残 基 ６ ９ モ ル ％ 及 び Ｃ Ｈ Ｄ Ｍ 残 基 ３ １ モ ル ％
か ら な る ジ オ ー ル 成 分 並 び に ト リ メ リ ッ ト 酸 残 基 ０ ． １ ８ モ ル ％ を 含 み 、 ０ ． ７ ４ ｄ Ｌ ／
ｇ の Ｉ Ｖ を 有 す る コ ポ リ エ ス テ ル を 溶 融 相 重 合 に よ り 製 造 し た 。 こ れ は 固 相 重 合 し な か っ
た 。 こ の ポ リ マ ー は 、 ２ １ ７ ℃ に お い て 、 １ ｒ ａ ｄ ／ 秒 で は ９ ９ ３ ７ ７ ポ イ ズ 、 １ ０ ０ ｒ
ａ ｄ ／ 秒 で は ２ ３ ２ ３ ２ ポ イ ズ の 溶 融 粘 度 を 有 し て い る 。 １ ｒ ａ ｄ ／ 秒 で の 溶 融 粘 度 ： １
０ ０ ｒ ａ ｄ ／ 秒 で の 溶 融 粘 度 の 比 率 は ４ ． ２ ８ で あ る 。 こ の 低 め の 温 度 が 、 溶 融 割 れ の 始
点 （ １ ０ ０ ｒ ａ ｄ ／ 秒 で の 粘 度 に 関 し て ） を 表 し て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 温 度 で は 、
こ の 材 料 の 溶 融 強 度 は の ポ リ エ ス テ ル の 溶 融 強 度 の ほ と ん ど ２ 倍 で あ る 。 従 っ て
、 こ の 材 料 で 製 造 す る こ と が で き る ボ ト ル の 大 き さ は 、 の コ ポ リ エ ス テ ル か ら 製
造 す る こ と が で き る も の よ り 遥 か に 大 き い 。 し か し な が ら 、 こ の 試 料 は 分 枝 状 の も の で あ
る 。
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